
 

コース３ 花見山
はなみやま

と十万劫山
じゅうまんこやま

 

リーダー   ＣＬ  N/S  SL E/S 

実 施 日   平成３１年４月１５日（月） 

天  候   晴れ         グレード  B   

参 加 者   １６人（男性 ３ 女性１３）    

コースポイント 

ポイント 到着時間 出発時間 備  考 

秋葉区役所前  5：25 新津駅西口経由磐越道、東北道 

花見山駐車場 8：25 8：40 点呼後出発。ボランティアガイド付き 

花見山公園入口 8：55 9：05 花情報では 11種類の花木が満開 

花見山山頂 180m 9：45 9：45 更に上の十万劫山へ登る。開墾者と出会う 

花見山分岐 10：25 10：30 滑りやすい登山道。雑木林の尾根 

十万劫山山頂 429m 11：15 12：00 風神雷神の山頂で早昼食と記念撮影 

花見山山頂 180m 13：07 13：10 ここから自由行動。地域全体が花木畑 

花見山駐車場  14：50 全員笑顔で集合。大型観光バスで満車 

秋葉区役所前 17：45  新津駅西口で解散 

山行等概要（幹事のコメント）     

・ 一昨年のリベンジ山行。寒

冷前線で日本海側が生憎の

天候だが、福島は晴れのエ

リアで実施に踏み切る。 

・ 開園 60周年の花見山公園

はボランティアガイド２人

による花の説明を聞きなが

ら登る。朝一番のお陰で

NHCの独占状態で花を巡り

ながら登る。また福島市街

と雪に映えて目立つ吾妻小

富士が一望でき、いつのま

にか 180ｍの高地まで登れて楽ちんであった。 

・ 十万劫山までの登山道はこれまでとは違い雑木林の尾根沿いを歩き、山頂にたどり着いた。 

・ 花見山満開の花々はサンシュウユ、彼岸桜、レンギョウ、寒緋桜、染井吉野、十月桜、矢口

桃、安行桜、白木蓮、ボケ、雅桜の百花繚乱の情報を得たが私には判別できず、ただ原風景は

心和ませてくれた一日でした。桃源郷にした開墾者に敬服。また対丘に黄色で目立つ菜の花の

巨大なハートマークが好評でしが好評でした。 

帰路は隣町の二本松から雨。磐梯 SAでは５℃雨と寒い。花見山は天候に恵まれたラッキー

な一日でした。参加していただいた皆様ありがとうございました。感謝！感謝！です。 

  

十万劫山山頂 429mにて 



 

「花見山と十万劫」の山行に参加して 

1608 T/T    

雨と曇空の出発でしたが福島は晴れの予報、リ

ーダーより「福島は晴れです」の声掛け通り現地に

近づくにつれ青空になり、高速からは雪を頂いた

吾妻連峰が見え歓声上がる。 

 

福島盆地の東縁、福島駅より南東に位置する花

見山公園、通勤ラッシュ時間帯であったが予定よ

り早く観光バス専用駐車場に着く。観光案内所に

は外国人向けパンフレットも多数置いてある。観

光客も少ないなか、整備された鈴ヶ入川沿いに地

区内遊歩道進むとレンギョや菜の花が咲き乱れ、

斜面には花桃、山桜、ハクモクレンが青空にマッチ

して最高のロケーションに歓声、撮影タイムにな

る。今回ボランティアガイドふくしま花案内人 2

名より、花卉園芸農家阿部一郎氏私有地を公園と

して無料開放している説明を聞き、花見山公園山

頂展望場に向けハイキングコースを登り始める。

3 月に降った雪で桜の枝が多数折れている中、ソ

メイヨシノ、十月桜、おかめ桜、ヒガンザクラ、カ

ンヒザクラ、花桃、レンギョウ、ヒュウガミズキ等

‥満開、目を楽しませてくれる。途中より隣接農家

が植えたハート型の菜の花や畑や、山頂手前展望

から見える吾妻小富士を写真に撮る。山頂展望場

を後に南に少し下った所に十万劫山登山口があ

り、花の名前を詳しく教えてもらったガイドと別

れる。雑木林の登山道を少し登ると左側に十万劫

山らしき頂が見えてくる。広い尾根の T 字路に出

合い、この分岐を戻る様にゆるやかに東へ向かう。

登山道わきには春蘭やマキノスミレ

が時々見られる。ぬかるみの登山道を

登ると十万劫山山頂に着く。ここには

風神、雷神をはじめ多くの神々がまつ

られている。広々とした山頂からは福

島の街並みが一望できる。ここより周

遊可能だが、今回は春爛漫の花見山に

戻り、十万劫登山口から自由行動で駐

車場集合になる。思い思いに花とふれ

あう時間が持て、皆様と楽しく過ごす

事ができありがとうございました。 

 

 

 



 

 

 

ふくしま花観光ガイドマップより抜粋 


